
Ⅰ．はじめに

　マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業で選抜されたクロマツ抵

抗性個体は１６クローンと少なく，採種園を維持してゆくには不十

分である。このため，抵抗性個体を追加選抜する必要がある。そ

こで，九州育種場では実生家系からの選抜に１９９５年から着手した。

その方法は次のとおりである。まず，九州育種基本区の４箇所の

林分から母樹を１０２本選定して種子を採取し（表－１），この種子

から家系別に苗木を養成してこれらにマツノザイセンチュウ（島

原個体群）を５０００頭ずつ接種する一次検定を行う。さらに生き

残った個体に翌年１００００頭ずつ接種をする二次検定を行う。この

手順によって６７本の抵抗性候補木を選抜した（�，�）。今回は更

に，この候補木からつぎ木苗を養成してクローン検定を行ったの

で，その結果を報告する。

Ⅱ．材料と方法

　供試材料は１９９９年３月に候補木６７個体をクロマツ台木につぎ木

増殖した平均苗高９７．７㎝のクローン苗である。接種は２００１年７月

２４日に行い，各クローン５～２０本ずつ合計１０５４本にマツノザイセ

ンチュウ（島原個体群）を１００００頭ずつ剥皮接種法により接種し

た。対照として当場採種園産クロマツ抵抗性個体の混合種子より

養成した実生後代の３年生苗２３１本に同様の接種を行った。健全

度の判定は８週間経過後の９月１８日に行った。健全度は表－２に

示した健全（指数５），芯枯れ（指数４），部分枯れ（指数３），

衰弱（指数２），枯死（指数１）の５段階の指数に従って判定し，

解析に供した。

Ⅲ．結果と考察

　当場で毎年実施している採種園産クロマツ抵抗性個体の実生後

代２年生苗に接種した平均生存率は３７．１％であり，この値は例年

が５０％程度であるのに比べて低い結果となった。このことは接種

日より前後２週間の降水量が少なかったことが影響したと考えら

れる。候補木つぎ木苗の接種結果は，健全が３６７本（３４．８％），芯

枯れが２１０本（１９．９％），部分枯れが１５８本（１５．０％），衰弱が５７本

（５．４％），枯死が２６２本（２４．９％）であった。また，健全，部分枯

れ，芯枯れを合わせた生存率は６９．７％であった。クローン別の平

均指数は，佐賀９が４．７９と最も高く，最も低い鹿児島７の１．７５ま

でクローンによって相当の差がみられた。また，対照の３年生苗

の健全度の平均指数は３．１４であり，生存率は５８．９％であった。健

全度の指数についてクローンを要因とした分散分析を行った結果，

表－３に示したとおり１％水準でクローン間に有意差が認められ

た。クローン別の健全度を最少有意差（LSD５％）で区分する

ために健全度の高い順に並べ，健全度の最も高い佐賀９と同じ範

囲とみなされる鹿児島１６までを「強」，最も低い鹿児島７と同じ

範囲とみなされる天草１８までを「弱」，どちらにも属さないク

ローンを「中」として３段階に区分した（表－４）。この結果に

基づき，弱に区分された１４クローンを候補木から除外した。これ

によって抵抗性が高いと判断したクローンを比較すると，佐賀県

虹ノ松原産のクローン群の健全度が高い傾向にあったが，これら

は一次検定においても他の産地よりも生存率が高かった。このこ

とについては既報（�）で述べたように選抜した林分内にはアイ

グロマツが混在しているのが一因と考えられる。そのため，今後，

樹脂道の配置，ＤＮＡ分析によって樹種の識別や個体間の近縁関

係を検討する必要がある。今後はすでに選抜された抵抗性個体１６

クローンと抵抗性を比較しつつ，抵抗性個体を決定し，さし木の

発根性等についても調査を進めたい。
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表－１．産地別家系数

候補木本数接種家系数産　地家系名

１８本２５家系佐賀県虹ノ松原佐　賀

２０　２５　熊本県天草天　草

１４　２６　宮崎県一ツ葉海岸宮　崎

１５　２６　鹿児島県吹上浜鹿児島

６７　１０２　　４箇所計

表－２．健全度の区分

苗　木　の　状　態指数

健全　　　：　全体が健全５

芯枯れ　　：　接種した位置より上部の芯のみが枯損４

部分枯れ　：　接種した芯の部分と輪生枝の一部が枯損３

衰弱　　　：　部分枯れに加え，全体が衰弱２

枯死　　　：　全体が枯死１

表－３．健全度の分散分析表

分散比分　散偏差平方和自由度要　　　因

　３．７９７＊＊８．４５５　５５８．００５　６６クローン間

２．２２７２１９８．３００　９８７誤　　　差

２７５６．３０５１０５３全　　　体

表－４．最小有意差によるクローン区分

吹上浜一ツ葉海岸天　草虹の松原

鹿児島　５（４．１３）宮崎２０（４．６９）天草　８（４．１９）佐賀　９（４．７９）

強　

〃　２５（４．０７）〃　１４（４．３１）〃　２０（４．０６）〃　４（４．５９）

〃　　１（３．９４）〃　８（４．１３）　〃　１１（４．１６）

〃　　１６（３．８２）〃　７（３．９５）　〃　１６（４．１５）

〃　１５（３．９３）　〃　１（４．００）

〃　１７（４．００）

〃　１９（３．８９）

〃　２５（３．８４）

〃　７（３．８２）

〃　２２（３．８２）

鹿児島　４（３．５５）宮崎２１（３．６５）天草１３（３．６９）佐賀１０（３．６７）

中

〃　２２（３．２０）　〃　４（３．５６）　〃　２１（３．６７）　〃　１８（３．５８）

〃　　８（２．９４）　〃　２３（３．４１）　〃　１２（３．４６）　〃　２４（３．４１）

〃　　３（２．８７）　〃　９（３．２５）　〃　２３（３．４６）　　〃　１３（３．３２）

　〃　　２（２．８６）〃　５（３．１８）　〃　１１（３．３１）　　〃　１２（３．１９）

　〃　２４（２．９２）　〃　１４（３．２３）　　〃　８（３．１１）

　〃　２（２．８７）　〃　４（３．２２）　　〃　３（２．８３）

　〃　１６（２．８６）　〃　６（２．９３）

　〃　２２（２．８０）　　〃　９（２．９３）

〃　２２（２．８９）

　　〃　１０（２．８５）

鹿児島１３（２．６３）宮崎１０（２．５６）天草１８（２．６７）佐賀　２１　（２．５０）

弱

　〃　　９（２．５０）　〃　１１（２．２９）〃　１９（２．２４）

　〃　２３（２．５０）〃　６（２．１２）

〃　１０（１．９２）　〃　１（２．０６）

〃　　７（１．７５）　〃　１９（２．０６）

　〃　３（１．９５）

（　）内数字は健全度


